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ギrWj

木

壽

.
ス
ノ
，
チ

ン

教

傳

は

上

下

ニ

卷

V

千
八
ま
貝
の
大
著
で
あ
るo
:著
者
は--M

卷
序
論
に
於
て
、
此
囘
想
银
を
著
は
す
に
っ
い
て 

の
主
要
目
的
は
.英
ま
於
て
嚴
も
得
ま
る
飛
も
急
激
ま
政
治
的
變
化
を
韻
や
る
此
，時
が
，り
研
究

！
に̂
若
干
貢
献
す
る
所
あ
る 

こ
と
を
拟
す
る
と
云
ふ
。
彼
：せ
み
十¥
の
間
、
.：轉
ヵ
働
黨
の
最
も
微
ヵ
な：

!̂；?

時
代
ユ
りj

大
政
黨
ル
.地
位
に
達
し
、
警
禽
の
投
票
を
獲 

得
し
，
河
度
ま
て
政
肤
を
組-棘
-
-
^
た
勞
働C

觀
の
遲§

ia!

最
ま
接
な
る
關
係
に
あ
っ
た
。
英̂ 

f

れ
て
居
っ
た
時
代
？
诉
ま
ょ
り
、
獨
立
發
識
に
參

I

も
、
勞
■
黨
の
1

ま

っ
.
.て
議
會
に
，屬
庸
を
有
し
、，

，1̂

彼
，の
ま
ま
成
閣
に
閣
員
と
な̂
^
^ ̂

き

所

と

短 

と
'を
如
る
こ
-

AJ,

最
ふ
洛
之
を
語
る
資
格
あ
る
も

Q

で
お
ら
ぅ
と
云
ふ
。

者
启
ら
§

を
俊
P
ま
.で

ま

き

>
,ィ

き

ズ

• 

が
英
國
勞
働
i

領
袖
.
し̂
で
、.
又
勞
働
黨
の
持
っ
.̂
最
も
偉 

ま
：
る
旧
政
ま
と
て
：
英
國
の
ま
治
に
♦
サ
の
貢
献
が
あ
つ
た
こ
と
は
#
人
の
認
め
る
所
で
あ
る
。
蛛
に
私
個
人
と
し
て
與
味
を
持 

V
0
,の
.せ
財
政
家
と
し
て
の
ス
>

1
♦チ
ン
で
あ
る
。

，

七



，
ク
ィ
リ
ッ
プ
，
ス
ノ

 

* 
*一
 K X

のGI

栽
傅

I

八

b
ま

激

俩

サ

ま

ま

ま

於

‘
巧

V
デ
"'

ク
シ
ァ
人
と
し
て
. 

一
A
パ
叫
年
ま-f

八
日
：：の
誕
生
か
ら
、
其
故
f

 

i

.を
語
っ
て 

堀

き
そ
ま
ゾ
與
浩
きnx

を
I

ム
て
ぜ
を
に
、
前
•者

を

も

て

翼

な

い

次

の

句

が

あ

る

。

「

1

若

ぐ

分

t

l

f

も
ゆ
が
あ
っ
※
#ま

ま
.^.,!

た

ぎ

が

あ

っ

た

t

で
あ
る
。
▲

♦

s

f
ま

る

こ
a

i

pに
者
へた

，；

と
ボg

っ
炎
o

%

,

i

fが

に

は
.ど
ぅ
す
る
か
を
知
ら
な
か
：っ̂
^
^

H
D

め
滞
望
を
邀
ぜ
お
救
は
，；
た
：の
で
あ
る」

；：？
，

L
:
八
八9

f

代
に
タ
ま
ソ
バ
ダ
ン
は
社
|

義
に
はS

ど
興
f

持
っ
て
居
ら
な
か
っ
た
。
ス
i

ァ
ン
が
i

l

と
し
て 

■
務
し
て
：濃

.ァ%

ァ
，チ
ィ
ン
：に
社
會
S

背
の
小
置
が
あ
ゥ
て
、
或
時
の
嘗
お
が
ロ
シ
ァ
の
亡
命
ギ
ク
S

ト
キ
ン
公
雙
知 

感

淑

も

ま

っ

ま

と

、

又
へ
.
ン

リ

1

ジ
g
-
ジ
の
と
とi

i

り
か
て
も
S

て
f
 

01

八
八
：̂
¥

i
失
っ
て
後
、

r
:
l

■ま

冗

溯

を

ま

ま

ま

モ

■
るy

常
時
、
、獨
立ts：p

黨
の
成
立
が
ま
、
..

S
傳
に
よ
っ
て
卷
起
さ
れ
を
政
治
的
與
ぎ 

に

ぢ

需

S

心

る

t

ホ
ら
¥

ペ
ヤ
i

f

受

け
ま
とM

ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
。：
僻
村i

.
s

て
は
f
 

に
よ
り
て
：知
識
を
得
て
居
た
と
こ
ろ
、
村
の
ぬ
-

5

1、獲

t

働
I

#
觸

を

ん

：な
^

£

し
て
、
ス
ノ
i
ァ
ン
，
も

新

運

跡

に

^

默 

す
る
も
の
と
考
へ
て
ル
方
，

21

ぱ
黨
ク
ラ
フ
に
招
待
し
社
會
お
鶴
に
.っ
い
て
の
意
兄
を
求
め
た
。
そ
こ
で
共
！̂
題
に
つ
い
て
何
か
の
知|S 

を
要
す
る
の
で
好
め
て
社
會
主
義
の
#
物
を
諫
む
こ
と
に
な
っ
た
。
時
叫
はS,

く
ら
で
4
一
ま
っ
た
が
書
物
を
賈
ふ
.金

が

殆

ど

な

‘
^
^
っ 

た

最

1?^

に
宇
に
入
れ
た
寄
物
は
、
力
-
力
ッ
プ
の
社
會
ホ
：義
研
究Kirkup: 

Inquiry into 

s
o
a
a
l
i
s
m

で
あ
っ
たO 

S
S

2:

書
に
よ 

っ
て
ス
ノ
！
チ
ン
は
耐
會
、環

め

}:2̂ま

に
.な

り

、
，
藏

書
11

百
#
 V.

資
り
拂
ひ
社
會
主
綴
：の
臀
物
を
買
っ
た
と
云
ふ
。
密
干
の 

準
備
の
後
に
講
演
し
て
I

の
靑
S

同
志
を
得
た
O
I
八
.九
五
£

1

擧
に
は
獨
立
を
働
f

候
郁
f

さ
れ
る
ま
で
に
き
た0. 

斯
く
し
て
全
く
社
食
虫
I

興
味
の
な
：か
I

ス
.
/
iァ
み
.が
此
機
ま
に
、®
叙

搬

脑

へ

i

l

れ
、
其
の
^

肩
救
*
^
:
^
:

SVI^。
：：

滋

眉

士

-
V

し
て
め
律
ホ
始
まCV

た
p
.で
ホ
る
。

’
.
. 

：

:

濃

.ま

>ま
.：

は
：

jU:

十
五
章
ょ
り
成
り
、
，世
界
次
戰
の
平
和
條
約
を
以
て
終
ウ
て
ぜ
る
。
.私

の

特

に

與

珠

を

感

す

る

.
の

は

財

政

家

と

生

..ぶ

：
ノ

リ

ボ

ン
'で

ぐ

、
.ぐ

’：：
：
^
ま
.ま
ま
ま
ま
ま
ま
凝
：

^
ま
■

第
^̂
^̂

.
靈
？

^
ま

、：：

ま
：に

政

灌

は

®
豫
の
こ
.と
で
ぁ
^
ま

、
.卞
卷
.に

於

け

：
ぷ
’
ス

，

，
ノi

ア
ン
の
財
政
當
5

と
し
て
の
記
錄
に
典
ま

旅
か
れ
る
；
®
/d.
,
.
. 

.

.
 

V - 

: 
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:
:
.

ぐ
：
、
：.：
，ご

，
’
.
.

J 

パ
 ̂

.一'
-
:
.
:
,
.
:
,
:
.
:

…
.

#
1

虞

#
壞

ポ

て

の

f

ょ
レ
'も
更
にT

腔
廣
を
る
は
、
'密

一

次
I

I

閣

に

於

け

る

ス

ノ

丄

ハ

ン

メ 

,⑧

淡

：
ず

ま

、
。

一
次
努
働
黨

S

き

着

と

し

て

、

へ
J
グ
$

!
に
於
て
賠
償
問
題
に
っ.S,

て

頑

强

に

共

主

服

を

保

持

，し

て

.
 

括

溯

ま

ぼ

®
叙
傳
下
卷
第
六
十
.？

意
.タ

I

の
經
過
及
び
登
場
人
物
に
ウ
‘
5
て
薛
し
く 
i

i
ひ
：
て

M
。
：

ぐ

界

經
 

S

襲
ひ
、
ま

⑧
的
ま
機
を
摩
ら
し
、
更
に
金
木
位
離
脱
に
寧
5
た
時
期
は
、‘；近
代
英
國
財
政
I

於
て
最
も
.重-K

な
.る
；

g
機

，：，,

衆

f

 

0 

.

^

1

1

.
と
し
て
又
f

l

財
政
家
ま
て
、
此
危
機
に
於
て
財
政
I

の
大
任
に
當
つ
て
居
た
ス
メ
丄
ア
ン
，は 

ま

濃

、法

*
部
丄
.て

共

濃9.

ま

性

を

®

?
し
て
居
た
0
.そ
し
て
！̂
-
'典̂

年

來

の

同

志

た

る

へ

ン

ダ

，
，
ッ

ン

箭

の

勞

1

員 

f

濃

邀

す

、
勞
働
ま
合
に
制
讨
せ
ら
I
、
ま
の
進
ぐ
に
於
て
勞
働
S

或
I

業
者
の
甘
心
一
ぶ
仏

■

夢i

徵
"
 

む
-
す̂
タ
險
壞
て
、遺

？ぷ？を

ま
'̂':i

遣

：あ

灌

ま

：し

ま

こ

と

を

遺

憾

と

し

て

居

る

a
;察
S

が
國
家

黨
^
に
墮
し
て
し
ま
つ
た
と
と
を
鎮
い
て
居
る
0
. 

/
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S
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3

■

恐

黎

s
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f
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ま
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ま
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ま

S
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1

政
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イ
リ
ソ
ゾ
•

ス
,

o

ド
ン
"
a

叙
傳
し

-
S

■
も
の
で
‘あ
.ス

，mj

つ
其
財
政
當
事
者
が
此
ス
.ノ
ー
デ
ン
で
あ
.つ
々
o
'其
故
に
其
自
叙
傳
第
七
十I 

S
以

下

に

譜

る

所

，は
：特

に

貴

道

な

る

：， 

麗

.で
あ
る
。
妹
に
ブ
九
三*1

ギ
七
月
に
到
來
し
た
る
危
機
の
經
過
及
び
對
策
、
其
に
對
す
る
勞
働
黨
及
：ぴ
其
反
對
黨
映
沿
家
の
態
度 

等
に
.め
：い
て
绝
七
十
六
.

JjilT

以

下

に

：詳

糾

な

る

.說

明

が

あ

る。‘ : 

■

:
;
:
:
:
メ

パ

，養

會

此

參

伽

を

る

1
;
1
;

名
め
廣
働
黨
員
は
其
報
告
誉
め
多
數
意
奪̂;
^
廣
ま
せ
す
；̂
别
に
少
數
意
見
を
報
告
し
て
居
る
。
ス
ノ 

チ
ン
は
；̂
バ
ノ
數
意
見
を
以
て
國
家
財
政
情
の
重
大
性
を
少
し
も
認
，め
す
、
唯
*
通
常
の
社
會
生
義
.的
宣
傳
の
賞
例
を
追
ふ
て
居
る 

，
ボ

す

；
ぜ

め

.

斷
じ
'て
.
あ

：
ま

.

.

？̂
身
俯
組
ム
ロ.̂
^

^
♦
:書

，
る

收

入

は

直

潘

檢

：の

檢

稅

：ド
：：

^
精

滿
.
ー̂̂
蔣
.
^
^
_
:

に
；ー
ぐ
わ
，

>
^
#
.
^
,
^
,
1
.
0

ま

！
；
；
^
.
.
4
策

見

を

表

は

し

や

と

を

を

ハ

，
恐

慌

前

の

考

へ

方

e 

贷

況

の

と

き.な

卞

ぜ

；採

用

し

得

；
！

^
適

律

：で

あ.つ.て"

努
働
組
ム
ロ

P
.

が
其
恐
慌
に
際
し
て
何
.り

}!

貝
献
：を

な

す

用

意

な

き

と

と

を 

知

つ

を-̂と

云

つ

：

V:

居
-る

きV. 

; 

.
 

バ
ー，-
.
'
,

ン
％

働

黨

ガ

閣

；

^
|
ま

！̂
認
.
-
^
た19̂

1̂
|:千

に
.加

ふ1<?

に

，
更

に

ニ

，千

萬

滅

の

經

货

節

約

を

企

て

、

英

國

財

政

の

：®

礎

フ
ラ
シr<

銀
お
よ
/
更
セ
；資
金
め
援
；助
を
仰
ぐ
こ
と
を
；
晝
し
其
成
.算
，が
あ 

つ
ま
ホ
满
膨
の
海
濃
約
央
資

§.當
p
i
:割

減

額

を

<
c

み

、
：：
閣

C

の

意

思

の

1:

政

を

韻

る

こ

み

が

出

來

な

か

：
つ

た

。 

共

た

：め

に

勞

働

黨

内

閣

は

K
壞
し
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
曾
相
と
/し

ボ

：
ル
ド
：ウ

ィ

ン

，

o
サ
ミ
ュ
；，チ
ル
：0
援
助
を
得
て
‘
擧

國

內

閣

が

船
！
！ 

さ
：
れ

た

が-^は̂

せ

ス

ン

遂

す

め

全

く

.播

し

な

か

カ,

^
ま

つ

た

？
，tc^v

1
デ
.ン

は

，
マ

グ

ド

ナ

>
ド
：の
請
を
容
れ
て
、
i

の
任
に 

ル
ま
つ
た
0
藏

相

、
タ

レ

て

，
地

位

に

鑑

み

、

，
國

家

を

此

.難

局

よ

り

救

，ふ

こ

と

.

.に.貢

献

せ

；お

-U

す

る
.贯

火

貴

由

に

照

し

て

.新

政

府

わ

援

助

す 

る
よ
‘ル
ほ
か
に
滞
る
ぺ
％
遊
せ
な
い
.と
き
へ
た
か
ら
セ
あ
る
と
云
ク
て
居
ま
渐
內
閣
はNational G

o
v
e
r
n
m
e
n
t

で
'あ
つ
てcoali- 

.,tionb;overnmst 

.

や
,

5^5:

す
と
、
此
危
機
を
言
處
す
え
れ
要
す
る
時
朋
よ
り
も
長
<
银
績
し
な
い
も
の
と
考
へ
た
？
其
^

ス
ノ

t

デ
ン
は
や
が
て
勞
働
黨
の
約
叫
十
み
來
の
同
志
と
永
久
に
狭
を
分
ウ
こ
，と
に
な
る
と
は
毛
頭
も
ギ
へ
な
か
っ
た
と
云
ふ
0

ス
ノ
L

ア
ン
は
新
內
閣
の
緊
ま
豫
第
を
編
成
し
、

一
.

九
三
一
ハ
ホ
九
月
十
日
下
院
に
.

提
出
し
た
。
其
懷
族
は
平
時
に
於
け
る
液
も
m

,大 

な
る
豫
算
で
あ
っ
た
。

ス
ノ
L

ア
ン
の
豫
算
演
說
の
終
了
後
の
光
景
は
議
會
史
上
に
前
例
を
見
な
レ
も
の
で
あ
っ
た
。
管
て
議
會
に
於 

て
議
員
が
立
っ
て
梢
税
に
歡
呼
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ぅ
か
。
此
が
ス
ノ
ー
デ

？

S

の
提
出
し
た
度
の
豫
算
の
最
後
の
も
の
で
あ 

っ
た
。
績
い
て
九
月
，二
十一

日
の
金
本
位
停
止
の
法
案
を
提
出
し
た
。

ス
ノ
L

ア
ン
は
日
く「

不
均
衡
豫
算
と
無
続
制
ィ
ン
フ
レ
！
シ
3 

シ
と
を
以
て
金
本
位
を
離
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あ
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